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研究成果の概要（和文）：アレヴィー集団は、単一起源ではなく、複数の集団を内包するため、

各々の文化的宗教的社会的歴史的特徴を実証的に明らかにした。特に、トルコを中心にすると、

トルコ（アナトリア）・アレヴィーの諸組織、アレヴィー・イスラームの組織、またアレヴィー

とされるタフタジュ、アラブ系のアラブ・アレヴィー（ヌサイリー派）、ザザ人やクルド人のア

レヴィーなどの実態調査、歴史的な実証的研究により、各々の文化的宗教的社会的歴史的特徴

の一端を明らかにした。ヨーロッパでは各国の政治的文化的社会的特性と対応させ、トルコの

影響も受けている、各々の生存戦略を模索する一端を明らかにした。これによりアレヴィー・

エスニシティを解明する一端を得ることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：‘Alevi’ includes groups of diverse origins. We have clarified cultural, 
religious, social and historical characters of each Alevi group in Turkey: Türk Alevi 
(Anatoria Alevi), ‘Alevi Islam’, Taftacı, Arab Alevi (Nusayrī), Zaza and Kurd Alevi. In 
Europe, we have revealed that Alevi peoples formed groups in response to their particular 
political, cultural, social and religious environments, adopting elements of Turkish political 
and religious culture. These finding provide to elucidation of Alevi ethnicities. 
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１．研究開始当初の背景 

アレヴィーという集団がどのような集団

であるのか、不明瞭であることから、これま

で研究グループを組織して調査、研究してき

た。同時に、アレヴィー・ベクタシ研究会を

開催し、研究、発表をしてきた。その結果の
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大学、2003 年、『「アレヴィー・ベクタシ」

集団のエスニシティと社会的・文化的秩序の

変化と持続―トルコ・ヨーロッパにおけるト

ルコ系集団を中心として―』大阪国際大学、

2007 年などに結実した。 

さらにアレヴィーという概念に複数の集

団が内包されることが明らかになり、その

各々の関係をも明らかにしていく必要が出

てきた。そこで、1990 年代に出てきたと考

えられる「トルコ・アレヴィー」、また 2000

年前後頃に明示され始めた「アレヴィー・イ

スラーム」の思想等について明らかにする必

要が出てきた。またクルド人のアレヴィー、

ザザ人のアレヴィー、アラブ人のアレヴィー

（ヌサイリー派）などについても、その文化

的社会的宗教的諸特徴について、明らかにす

る必要が出てきた。また、ヨーロッパにもア

レヴィーという人々は多く存在し、各々の国

家や政府との関係で、自分たちの生存戦略を

考慮しなければならない状況になってきて

おり、ヨーロッパの主だった諸集団、諸組織

について調査をする必要があった。 

そこで、本研究集団を組織し、実態調査と、

歴史資料や諸研究資料に基づいて、実証的な

研究を実施したのである。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、アレヴィー集団（アレヴ

ィー／ベクタシ集団を含む）の社会的文化的

特徴およびエスニシティについて明らかに

するものである。その際に、実際に見られる

アレヴィー諸集団とアレヴィー概念及びそ

の名称が指し示す者との違いを明瞭にしな

がら、明らかにするものである。ひいてはア

レヴィー・エスニシティを明らかにするもの

である。 

（1）特にトルコでは、有力なワクフ、協会、

研究施設、研究者、政府（内務省、宗務庁）

などの調査、資料収集をして、その動向や文

化的社会的宗教的特徴を明らかにする。その

際に、ハジュベクタシ町、アレヴィーとされ

るタフタジュ集団などの調査も行う。 

（2）ヨーロッパにおいては、トルコ系移民

と母国との関係、あるいは多文化社会に関す

ることも配慮して調査する。トルコ系移民の

中で、ヨーロッパ居住地各々の環境や国家や

政治などの中でアレヴィー／アレヴィーリ

キの実態を明らかにする。様々なアレヴィー

共同体からの出身者にしても、ヨーロッパの

地で、生活していくことになり、適応してい

くことになる。それがどのようになされてい

るのか、そして、その時にアレヴィー／アレ

ヴィーリキがどのように関連するのかを明

らかにすることも目的の一つである。 

（3）アレヴィーの中には,そのアイデンティ

ティの変化についても見られ始めている。そ

の実態をも調査し、データ収集し、分析し、

検討する必要がある。 

（4）そして、アレヴィーの人々の中では、

アレヴィー自身が男女平等であることを語

る場合があるので、その実態調査をする。 

（5）以上のことについて念頭におきながら

実態調査を行い、かつ歴史資料にも目配りし、

調査研究、データ収集、そして分析をし「ア

レヴィーとは何か」を明らかにすることが、

本科研の目的である。 
 
３．研究の方法 

研究対象の場所ごとに分けて見てみる。 

（1）トルコ共和国。 

①アンカラ。政治（内務省、宗務庁等）と「ア

レヴィー」との関係。主要なワクフ・協会の

動向の調査、関連する研究機関、関連する研

究者との意見交換および関連資料の収集。 

②イスタンブル。移住者、移民等とアレヴィ

ーとの関係に関する実態調査。主要なワクフ、

協会及び周辺居住地域における実態調査、関

連研究者との意見交換及び関連資料収集。 



 

 

③ハジュベクタシ町。ハジ・ベクタシ・ヴェ

リ記念祭の定点観察の継続。アレヴィーにと

って重要な聖者ハジ・ベクタシ・ヴェリの思

想とアレヴィー／ベクタシに関する実態調

査。研究者との意見交換及び関連資料収集。 

④トルコ東南部及びその周辺地域。 

アラブ・アレヴィーに関する実態調査及び関

連する資料収集。クルド・アレヴィーに関す

る実態調査及び関連する資料収集。ザザ・ア

レヴィーに関する実態調査と関連する資料

収集。これらは歴史学、文化人類学、宗教学、

民俗学などの視点から調査、研究する。 

（2）ヨーロッパ。 

①ドイツ、イギリス、オランダ、ベルギー、

デンマーク、スウェーデン、フランス等。各

国、各都市の実情に合わせたトルコ系移民ア

レヴィーが生活を確立、持続させる方策を考

えながら、暮らしている実態を調査し、関連

資料の収集を行った。「アレヴィー」が一つ

のトランス・カルチャーなのか、あるいは新

たなアレヴィー像の創造なのか、それとも生

きるためにアレヴィーを「利用」するのか等、

検討すべきことが浮き彫りになってきた。 

（3）「アレヴィー」概念の生成と展開。 

各時期において「アレヴィー」という言葉

が、どのような意味内容を包含しているのか。

そしてその展開、変化、変容について実証的

に明らかにすること。これは緒に就いたとこ

ろであり、諸資料や諸文献を収集し、その分

析をし始めたところであった。 
 
４．研究成果 

今回の本研究グループにおいて調査を実

施してきた研究領域・地域の研究報告は、研

究報告冊子『アレヴィー関連諸集団とアレヴ

ィー・エスニシティの生成と展開―トルコ及

びヨーロッパ―』大阪国際大学、2012 年（印

刷中）であり、この他にも研究分担者、研究

協力者、連携研究者が各々研究論文を公表し

研究発表をし、またする予定である。これは

いずれも、国内はもとより、トルコ欧米など

関連研究者のいる所においても、知られてい

ない新知見が多く見られるものである。トル

コや欧米で、最前線と言われるテーマである

ことからも、本研究の成果は日本語であって

も（トルコ語の論文もあるが）この領域で国

内外に大きなインパクトを持つ。 

例えば、アレヴィー概念が一様ではないこ

と。アレヴィー概念に内包される諸集団につ

いて、各々実態調査と歴史資料に基づいて検

討し、そのエスニシティの一端を、各々明ら

かにしたこと。またその社会構造や宗教的な

あり方・構造・機能を明らかにしたことなど。

そしてクルド・アレヴィーやザザ・アレヴィ

ーなどについて、その特徴の調査、資料収集

をし、分析を始めたところである。 

トルコ・アレヴィーの生成と変化について

資料収集し、その一端を明らかにした。また、

教義的な側面でも重要な聖者ハジ・ベクタ

シ・ヴェリの思想を明らかにするために、関

連文献の翻訳をした。 

欧米については、ヨーロッパにおけるアレ

ヴィーなどのトルコ系移民の場合には、その

居住する都市の行政や政府行政の関係との

適応により、また自分たちの集団の歴史的社

会的特性により独特の適合のあり方を持ち

ながらも、場合によってはマジョリティなど

の異民族の人々と軋轢を持ちつつ、各々居住

している状況が明らかになってきているの

で、関連文献を翻訳し、また調査報告をし、

論考を準備しているところである。 

移住者の場合、例えば、トルコ東南部から

イスタンブルに移住した人々が、アレヴィー

の名の下に、あるいはアレヴィーの想像・創

造の「理念」「宗教的意味」によって「アレ

ヴィー共同体」を形成し、組織化が進められ

ていくが、その時に周辺の人々と軋轢を持ち



 

 

ながらも、その生活圏を作りあげていく様子

を明らかにした。 

個々のテーマでは、本研究の研究分担者、

研究協力者、連携研究者等により、政治と宗

教の関係、移民研究、トルコ移民と母国との

関係、異民族間関係（エスニック・コンフリ

クト）、多文化社会研究、クルディスタンや

その周辺地域の歴史的研究などについて、論

考、研究論文・報告を発表し始めている。 

他にも新たな知見、新たな問題点、課題が

見つかってきている。例えば、アレヴィーに

類似する集団がイラン等周辺諸国にも見ら

れるので、文献調査は行っているが、その実

態調査も行い、比較検討したいと考えている。 

それもこれも本科研費による調査研究、資

料収集のたまものである。感謝したい。そし

てさらに、緒に就いた問題や残された課題に

ついては早急に再度研究組織を組み、明らか

にしたいと考えている。 
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